
 

◇◇◇ 届けたい 未来へつなぐ 十七字 ◇◇◇ 

｢ふくしまを十七字で奏でよう 絆ふれあい支援事業｣（福島県教育委員会主催）にたくさんの応募ありがとうございま

した。この事業は、子どもたちがさまざまな体験から得た思いや感動を表現することで、伝え合う楽しさや喜びを感じ取

らせる。また共通体験を通して自分を支えている家族や友達の思いや願いに気づかせることなどを目的としています。 

 出品いただいた作品は、家族のふれあいや子の成長を喜ぶ保護者の思いなど心温まる作品ばかりですので紹介させてい

ただきます。 

 

【 ふるさと部門 】福島のよさや震災の記憶、未来への願いなどについての十七字 

 

１年 阿部 大和  あつすぎる うまもみんなも ぐったりだ  母  時期変えて 地元の宝 守り抜こう 

   神内 結衣  のまおいの うまもあつくて たえられず  父  炎天下 戦国絵巻 いざ参る！ 

   大内 咲蘭  うけど小 たいいくかん ゆかがくずれた  母  ６才で 身近に感じた 大震災 

   藤原 晴希  おいしいよ やさいをたべて げんきでる  母  地元での 野菜をたべて 笑うきみ 

２年 木野田 蒼  のまおいで いつかぼくも はしりたい   母  伝統を 姿で語る 騎馬武者ら 

   島村 龍哉  ふるさとの 発車メロディ ぼくすきだ   母  歌い継ぐ ｢相馬流れ山｣ 口ずさむ 

   白瀬 斗真  きれいだね せんこう花火と コラボする  父  ベランダで 小さく見える 大花火 

   栗原 愛実  ことしも ステージがんばる いそがしいな 母  今年はね 母ステージ行けず ごめんね 

３年 佐藤 大愛  野馬追で いつかできるか 父のよう    父  ハラハラと 参れ参れと まぎらわす 

   白瀬 美怜  海に来た かにがいっぱい かわいいな   母  小蟹より あかあかとなる 肌の色 

４年 日下 鈴蘭  セミが鳴く 今年の夏は 超暑い      母  暗がりに きらめく花火 美しき 

   森  陽翔  福島は いなわしろ湖が きれいきてみて  父  馬かける 旗をおいかけ 騎馬武者ら 

   藤原 快斗  のもおいで おさない子ども かわいいな  祖母 にこにこと 馬にまたがる もみじの手 

 大内 煌斗  福島は しぜんがあるよ 気持ちいな    母  福島の 空気がうまい 気持ちいね 

   阿部 由依  きれいだね 夜空にさいた 大花火     父  大渋滞 地元の熱気 ここにあり 

５年 大内 琉煌  こおり山 うねめまつりが 暑かった    母  郡山 今年もあつい てりかえし 

６年 杉本 優香  一度でも 行ってみたいな 野馬追へ    父  見たけれど 娘に見せたい 野馬追を 

      紺野 芽生  今年の夏 暑すぎて馬も 熱中症      母  暑い朝 蹄の音に 癒される 

 

【 絆 部 門 】日常生活等で家族や友達との共通体験に基づいた十七字 

 

１年 和田上大峨  つかまえた かりっとあがった カニうまし 母  そのよこで ひざしにまけて ははいたし 

   小林 奏斗  かえなちゃん だっこしてみよう きれいだね 母  きれいだね ほほえむ二人 愛おしい 

   佐藤 羽愛  たべすぎて リレーでおなか いたかった  母  おいしそう それでつかれも ゼロになる 

   北澤 由羽  かわいいな こねこはままと くっついて  母  こそだては まだみちなかば これからも 

   田中 瑛大  ままきいて あれもこれもね たのしかったよ 母  おかえりと 出迎えた子は たくましい 

   小河 拓弥  あつくても そとでサッカー たのしいよ  母  日焼けして 真っ黒元気な 息子たち 

   岡  星那  夏休み 宿題やだな もういやだ      母  宿題は 子供と親の 戦いだ 
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２年 大谷 翔馬  らい年も せんこう花火 また会おう    母  夏花火 みんなで囲む 最後の火  

   白瀬 叶和  バースデー ゲットしたのは は虫類    母  トカゲ愛 気持ちに根負け プレゼント 

   三村 健斗  おまつりで やきそばタコやき かきごおり 父  イカやきと フランクフルトも 食べたいな 

   白鳥 皓大  夏休み じゆうだけど じゆうじゃない   母  母もまた 子の世話追われ 自由じゃない！ 

   武山美乃里  なかないで ねえねがだっこ してあげる  母  頼もしい姉 まだまだ甘えて いいからね 

 江藤 新太  はなつまみ なみにむかって ダイブする  母  困難も ずっと見守る 後ろから 

 高橋 亜実  夏休み 子どもの声で おおさわぎ     母  いとことの 再会喜び 大はしゃぎ 

   鈴木孝太朗  ゲームやめて 言ってるははは ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ   母  子に言われ ハッとおどろく 子の成長 

   佐藤 凛   ミニトマト まっ赤になった たべごろだ  母  苦手でも 育てた野菜 美味しいね 

   高橋 歩   わたしはね 大きいくまが すきなんだ   母  三人で 遊んでいると ケンカする 

   新道 理々  こわくないよ なぞときみたいな こわい話 父  大人げなく 怪談話に 耳ふさぐ 

３年 小河 杏萌  なにできる？ ママのてだすけ がんばるぞ 母  わが娘 あうんの呼吸で 家事すすむ 

   伹野 未羽  ネコちゃんは 今日もおひざで ねむっている 父  昨日より ネコとの絆が 深まった 

   石橋 元   がんばるぞ あらいものまで ぜんぶやる  母  ありがとう 頼りがいある お手伝い 

   大久保浬芭  おかあさん いつも大じに ありがとう   母  子を育て 共に成長 ありがとう 

   富川 琉莉  夏休み 家族でおでかけ うれしいな    母  八連休 今年は長く 遊べたね 

 矢野馬春人  花火がね ドカーンとあがって ビックリだ！ 母  花火見て キラキラ輝く 子の笑顔 

   田中 雪華  いちがっき やすまずいけた うれしいな  母  ランドセル 背負う姿は たくましい 

   櫻田 陽稀  ははおやと ゲームセンター たのしいな  母  実家では 田畑つくれない 放射能のせいで 

   高橋 由吏  ゆりちゃんは スヌーピーがね すきなんだ 母  スヌーピー 寝る時間には 寝室だ 

４年 木野田彩咲  夏休み ねことたわむれ 最高だ      母  愛猫に あそんでもらう 夏休み 

   杉本 遥香  分けあった あの日のシロップ わすれない 姉  おいしいな 分け合うシロップ あの笑顔 

   高橋 実玖  土の色 親子そっくり やけたはだ     母  日焼け肌 夏の思い出 よみがえる 

   村田 梨雪  みんなでね 気をぬかないで 楽しもう   父  出かけよう マスク外した 子の笑顔 

   上田 乙姫  はじめてだ 手でつかまえた クワガタ虫  母  箱いっぱい セミの脱け殻 母困る 

   小林 瑚白  手をはなし 一歩歩けたよ うれしいね   母  先越され 今か今かと 待ちぼうけ 

５年 門馬 麻弥  今年はね 大きな声で 大応援       母  大応援 声ガラガラでも 気にしない 

   石橋 愛萌  いつでもね お願いしてね お手伝い    母  ありがとう ポテトサラダ 助かるよ 

   大谷 綾乃  サーブミス 試合に負けて くやし泣き   母  忘れるな 悔しき想い 実を結ぶ 

   小河 啓汰  勉強だ やる気はあるけど 進まない    母  一日の 頑張り聞いて 母のつの 

   大久保光渚  わたしたち 世界に一人 母をもつ     母  子を育て 共に成長 ありがとう 

   矢野馬絢香  犬の世話 やると言ったが 母が世話    母  たまにはね 一緒に散歩 行きたいな 

   伊藤 楓馬  暑さにも 負けずにサッカー 頑張った   母  お母さん 日焼けに負けず 応援だ 

   堀川 詩織  母のため こっそりつくった 朝ごはん   母  娘ごはん 朝から幸せ かみしめる 

６年 伊藤 琉馬  夏休み 母の身長 ぬかしたよ       母  ついに来た この日が来るのを 待ってたよ 

   和田 心菜  暑いから 外はイヤだよ 家に居る     祖母 夏休み 朝からずっと エアコンだ 

   飯部 豪琉  夏休み いとこと遊び 楽しいな      母  コロナ明け 笑顔で遊ぶ いとこ達 

   今野 結人  ひさびさの いなか道にて 背丈越す    母  田んぼ道 ふと見上げれば 子の笑顔 

   新道 初流  花火から カメラに持ちかえ きれいだな  母  気づいたら 花火持つのは 大人だけ 

    

 

  

  


